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はじめに
2019 年 10 月１日から 10 月９日の期間で「欧州にお

ける自動運転技術の実運用実態調査」を実施いたしまし

た。調査には 16 名の方が参加されました。

調査内容は、国内外で注目されている自動運転につい

て実際に運用している場所に着目して、欧州の企業や公

共機関を訪問しました。

� 調査行程と訪問先
ɹ調査行程と訪問先を下記の表に示します。

2019 年 10 月１日から 10 月９日の９日間の行程で、

４ヶ所の企業・公共機関を訪問し、自動運転や自動運転

関連、モビリティサービスの調査を行いました。

�

表１　調査行程と訪問先
月　日（曜） 都　市　名 訪　問　先

10 月 1 日（火） 東京（成田２）発
フランクフルト着

出発
フランクフルト到着後カールスルーエ移動

10 月 2 日（水） カールスルーエ 午前：PTV Group 訪問
午後：ストラスブール交通事情等視察

10 月 3 日（木） カールスルーエ発
ミュンヘン着 ドイツロマンティック街道（ローテンブルグ等）

10 月 4 日（金）
ミュンヘン発

バードビルンバッハ着
ミュンヘン移動

午前： DB Regio Bus Ostbayern 社訪問
（バードビルンバッハ）

10 月 5 日（土） ミュンヘン発
チューリッヒ着 ミュンヘンからチューリッヒに移動

10 月 6 日（日） チューリッヒ
 ベルン ベルン市内交通事情等視察

10 月 7 日（月）

チューリッヒ発
シャフハウゼン着

チューリッヒ発
パリ着

午前： Schaffhausen 公共交通運輸局等訪問
（シャフハウゼン）
完全自動運転電気バス実運用現地視察

10 月 8 日（火）

パリ発
ルーアン着
ルーアン発

パリ着
パリ（CDG）発

ルーアン市交通局等訪問
電気バス現地視察
自動運転車両現地視察

10 月 9 日（水） 東京（羽田）着 着後、解散
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概略

① PTV Group（ドイツ：カールスルーエ）（図１）

・シミュレーションによる交通計画の視察（図２、３）

３D 画像を利用した数パターンによる車の流れの

違い（デモンストレーション）を視察し、交通の流れ

だけでなく、交通による騒音や大気の流れに関するシ

ミュレーションを視察しました。

シミュレーションは現況を元に AI で行うのではな

く、過去の情報を元に交通工学の考え方で分析、シミ

ュレーションを実施し、交通の流れや大気の流れ（大

気汚染の状況）、騒音の範囲などを分かりやすく映像

で見せられました。

・事業内容の一部を紹介

欧州では直接自治体から受託し、交通計画やイベン

ト時の交通サポートを実施しています（シミュレーシ

ョンによる提案を行い、実施するのは自治体）。

PTV が実際に手がけた交通計画の事例の中にスト

ラスブールがあります（中心部への乗用車の乗り入れ

規制）。

② DB Regio Bus Ostbayern（ドイツ：バードビルンバ

ッハ）

・自動運転バスの視察（図４）

ドイツの南東部に位置する温泉地のバードビルンバ

ッハにおいて、駅から温泉地までの移動手段として自

動運転バスを導入する計画があり、その実際の運用を

視察しました。

自動運転バスは、フランスの EasyMile 社の EZ10

が導入されていました（図５）。

訪問した 10 月４日は、観光案内所と温泉街の中心

地の約 700m の距離を歩行者専用区間と一般道（車道）

を走行していました（図６）。

・走行時の課題

路上駐車の車両に対しては一旦停止し、乗務員が操

作して避けるため、走行ルート上の障害物を自動で避

けることはまだできません。

走行は天候に左右されることがあり、100 日あたり

５日ほど天候で走行できない割合があります。例えば、

大雨では走行ができません。

一般道を走行する際、他の車は 50km/h で走行する

�
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3. ᴫ␎ 
ձPTV Group㸦ࢶ࢖ࢻ㸸࢝ールスルー࢚㸧 
࣭シミࣗࣞーションによる交通ィ⏬のどᐹ 

3D ⏬ീを฼用しࣃᩘࡓターンによる㌴のὶれの㐪い㸦デモンスࣞࢺーション㸧をどᐹし、

交通のὶれࡅࡔでなく、交通による㦁㡢や኱Ẽのὶれに㛵するシミࣗࣞーションをどᐹしࡓ。 
シミࣗࣞーションは⌧ἣをඖに AI で行うのではなく、㐣ཤの᝟ሗをඖに交通ᕤᏛの⪃࠼᪉

でศᯒ、シミࣗࣞーションを実᪋し、交通のὶれや኱Ẽのὶれ㸦኱Ẽởᰁの≧ἣ㸧、㦁㡢の⠊

ᅖなどをศかりやすくᫎീでぢࡽࡏれࡓ。 
࣭事業ෆᐜの୍㒊を⤂௓ 

Ḣᕞでは┤᥋⮬἞యかཷࡽクし、交通ィ⏬や࣋࢖ンࢺ᫬の交通࣏ࢧーࢺを実᪋している。

㸦シミࣗࣞーションによるᥦ᱌を行い、実᪋するのは⮬἞య㸧 
PTV が実㝿にᡭがࡓࡅ交通ィ⏬の事౛の୰にスࣛࢺスࣈールがある。㸦୰ᚰ㒊࡬の஌用㌴の

஌りධれつไ㸧 

 
ᅗ 1 ࢝ールスルー࢚఩⨨ᅗ 

  
ᅗ 2 ኱Ẽのシミࣗࣞーション     ᅗ 3 3D ᫎീによる交通シミࣗࣞーション事౛ 
 
 

 ࢚ールスルー࢝

図２　大気のシミュレーション
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 ࢚ールスルー࢝

図３　３D 映像による交通シミュレーション事例
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図１　カールスルーエ位置図
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のに対して自動運転バスは

最高 30km/h までしか出せ

ないので、速度差をどの様

にするのかが課題とのこと。

・今後（図７）

10 月７日から駅まで走

行距離を延長して運用する

こととなりました。

一 般 道 で は、 通 常 は

50km/h の制限速度だが、

自動運転バスが走行する時

は 30km/h の制限速度に変

える事としました。

Ḣᕞ䛻䛚䛡䜛⮬ື㐠㌿䚸䝰䝡䝸䝔䜱䡬䝃䞊䝡䝇ㄪᰝ

ฟ඾䠖https://www.youtube.com/watch?v=2LBk1YS2JAs

2019ᖺ10᭶7᪥䛾ᵝᏊ

一般道㉮⾜䛾ᵝᏊ

ྍኚᘧ速ᗘ⾲示ᯈ

㏻ᖖ䛿50km/h䚸⮬ື㐠㌿䝞䝇䛾㉮⾜᫬䛿30km/h

4図７　10 月７日の様子

図６　車道走行風景
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䝗䜲䝒༡ᮾ㒊䛾 Ἠ⾤

㥐䛛䜙 Ἠ⾤䜎䛷䜢
⮬ື㐠㌿䛾ᑠᆺ䝞䝇䛜㐠⾜
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Ḣᕞ䛻䛚䛡䜛⮬ື㐠㌿䚸䝰䝡䝸䝔䜱䡬䝃䞊䝡䝇ㄪᰝ

䝞䞊䝖䝡ル䞁䝞䝑䝝㥐
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ほග᱌ෆᡤ
Rottal Terme

Badstr
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2図４　バートビルンバッハ位置図と自動運転バスの走行ルート

図５　自動運転バス
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③ Schaffhausen 公共交通運輸局

等訪問（図８）

電気バスと自動運転バスについ

て視察を行いました。

・電気バス（図９、10）

電気バスはスペイン製で、100

％の充電で 70km の距離を走行

可能、停車中の４分間の急速充

電で８km 走行可能の性能があ

ります。

電気バスは 2023 年に街のバ

スを全て電気バスに変更し、現在運行中のディーゼル

バスとトロリーバスは廃止し、トロリーバスの架線は

全て撤去する予定とのこと。

電気バスのサイドミラーはカメラによる電子モニタ

ーとなっており、視認性がとても良く両サイドが見や

すくなっていました。

電気バスの充電状態や走行状態などの情報は常に運

行管理センターに送信できる仕組みとなっています。

使用する電気は、市の 100% 出資会社がライン川の

水力発電を運営し、その電力を安価に利用する仕組み

となっています（図 11 参照）。シャフハウゼンは地形

的に谷間が多く、電気バスは坂を登る時に電力を使用

し、下る時に電力を回収します。

・自動運転バス（図 12、13）

自動運転バスはライン川へ向かう入口からライン川

の滝の見晴台を走行しているが、視察時（10 月７日）

は運行を中止していました。理由は、ライン川へ向か

う下り坂（勾配 15 ～ 16％）で、走行が時々スムーズ

䝇䜲䝇 䝅䝱䝣䝝䜴䝊䞁

• 2018ᖺ3᭶27᪥䛛䜙ヨ㦂㐠⏝

• 2019ᖺ䛛䜙㊥㞳䜢ᘏ㛗䛧䛶ᐇ㐠⏝䜈

᪥᭙᪥䛛䜙㔠᭙᪥䛾12䠖00䡚16䠖00 ᅵ᭙᪥䛿㐠ఇ

3h t t p s : / / w w w . g o o g l e . c o m / m a p s /

図８　シャフハウゼン位置図（赤丸は自動運転バスの走行場所）

図９　電気バス前面 図 10　電気バス全景

図 11　シャフハウゼンの電気の利用図
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に行かないため、プログラ

ムの修正をメーカーに依頼

中のため。

④ルーアン市交通局（図 14）

自動操舵バス（正着制御）

と自動運転車両の視察を行い

ました。

・自動操舵バス（図 15）

自動操舵バスは停留所の

前後 50m の路面に書かれた白線をカメラで検知すると、

ハンドルが振動して運転手は手を離します。そしてバス

は自動操舵で停留所に自動で寄ります。

自動でハンドルが操作されるため、停留所に寄せる

時に運転手に余裕ができます。ハンドルは自動だけれ

ど、アクセルとブレーキは自動ではありません。

・自動運転車両（図 16）

自動運転車両は他の乗用車が走行している一般道で

実験走行を実施していました。

自動運転車両の目的は、バス運行が終了した後（終

バス後）の自動運転バスを走行させることであり、オ

図 12　自動運転バス 図 13　新旧の自動運転バス（左が旧、右が新）
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ᅗ 12 ⮬ື運㌿バス       ᅗ 13 新ᪧの⮬ື運㌿バス㸦ᕥがᪧ、ྑが新㸧 
 

մルー࢔ンᕷ交通ᒁ  
⮬ື᧯⯦バス㸦ṇ╔ไᚚ㸧と⮬ື運㌿㌴୧のどᐹを行っࡓ。 

࣭⮬ື᧯⯦バス 
⮬ື᧯⯦バスは೵␃ᡤの๓後 50m の㊰㠃に᭩かれࡓⓑ⥺を࣓ࣛ࢝で検▱すると、ࣁンࢻル

が᣺ືして運㌿ᡭはᡭを㞳す。ࡑしてバスは⮬ື᧯⯦で೵␃ᡤに⮬ືでᐤる。 
⮬ືでࣁンࢻルが᧯సされるࡵࡓ、೵␃ᡤにᐤࡏる᫬に運㌿ᡭにవ⿱がでࡁる。ࣁンࢻルは

 。は⮬ືではない࢟ーࣞࣈルとࢭࢡ࢔、れどࡅࡔື⮬
 

  
ᅗ 14 ルー࢔ン఩⨨ᅗ 

 
ᅗ 15 ⮬ື᧯⯦バス 

 

ルー࢔ンはࣜࣃかࡽす࡬⣙ 130km 

図 14　ルーアン位置図

図 15　自動操舵バス

図 16　自動運転車両
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ンデマンドタクシーを目標としています。止まる場所

はバスの停留所に限定しています。

ラウンドアバウトには、LiDAR とカメラを備えた

４基の路側機が設置され、自動運転車両への情報提供

（インフラ協調）や一般車の自動運転車両に対する挙

動について研究しています（図 17、18、19）。

自動運転の試験で乗用車型の車両を採用しているの

は、30km/h 以上で走行できるからです（前述のバー

ドビルンバッハやシャフハウゼンの自動運転バスは、

最高速度が 25 ～ 30km/h）。

・今後

自動運転シャトルバスの実現を目指しています（図

20）。

自動運転の試験走行では最高 45km/h くらいで走

行するため、最高速度 70km/h が出せる自動運転シ

ャトルバスを現在開発中で、2019 年 12 月に試験走行

予定とのこと。この自動運転シャトルバスは、定員が

16 名なので、現在試験走行している自動運転車両の

４台分の人数を乗せることができます。
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࣭⮬ື運㌿㌴୧ 
⮬ື運㌿㌴୧は௚の஌用㌴が㉮行している୍⯡㐨で実験㉮行を実᪋していࡓ。 
⮬ື運㌿㌴୧の┠ⓗは、バス運行が⤊஢しࡓ後㸦⤊バス後㸧の⮬ື運㌿バスを㉮行さࡏるこ

とであり、࢜ンデ࣐ンࢻタࢡシーを┠ᶆとしている。Ṇࡲるሙᡤはバスの೵␃ᡤに㝈ᐃしてい

る。 
には、LiDARࢺ࢘バ࢔ࢻン࢘ࣛ と࣓ࣛ࢝をഛࡓ࠼ 4 ᇶの㊰ഃᶵが設⨨され、⮬ື運㌿㌴୧

 。༠ㄪ㸧や୍⯡㌴の⮬ື運㌿㌴୧にᑐするᣲືについて◊✲しているࣛࣇン࢖の᝟ሗᥦ౪㸦࡬
⮬ື運㌿のヨ験で஌用㌴ᆺの㌴୧を᥇用しているのは、30km/h ௨ୖで㉮行ฟ᮶るかࡽであ

る。㸦๓㏙のバーࣅࢻルンバࣁࢵやシࣕࢮ࢘ࣁࣇンの⮬ື運㌿バスは、᭱ 㧗㏿ᗘが 25㹼30km/h㸧 
࣭今後 

⮬ື運㌿シࣕࢺルバスの実⌧を┠ᣦしている。 
⮬ື運㌿のヨ験㉮行では᭱㧗 45km/h くࡽいで㉮行するࡵࡓ、᭱㧗㏿ᗘ 70km/h がฟࡏる

⮬ື運㌿シࣕࢺルバスを⌧ᅾ開Ⓨ୰で、2019 ᖺ 12 ᭶にヨ験㉮行ணᐃとのこと。この⮬ື運

㌿シࣕࢺルバスは、ᐃဨが 16 ྡなので、⌧ᅾヨ験㉮行している⮬ື運㌿㌴୧の 4 ྎศのேᩘ

を஌ࡏることがでࡁる。 

  
ᅗ 16 ⮬ື運㌿㌴୧ 

  
ᅗ 17 ㉮行୰の運㌿ᖍ   ᅗ 18 LiDAR による㌴⥺やேのឤ▱ 

         
ᅗ 19 ㊰ഃᶵ 図 19　路側機

出典：https://www.transdev.com/en
図 20　自動運転シャトルバス i-Cristal

図 17　走行中の運転席 図 18　LiDAR による車線や人の感知
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はじめに
公共財産である道路においては、安全円滑な交通機能

の確保の観点からその空間を天上天下、道路管理者が所

有してきた。一方、都心部では、業務 ･ 商業集積地での

空間需要の高まり、鉄道駅周辺等を中心とした交通結節

点の更なる機能強化、官民が連携した一体のまちづくり

等、社会的ニーズが高まりを見せている。

道路空間を民間事業者等の道路管理者以外が使う方法

として、これまで道路占用制度等を中心に活用されてき

たが、占用用途の制限、権利の担保性等、利用者側の懸

念材料が複数あった。立体道路制度においては、近年の

改正により道路空間を限定して私権設定が可能となった

ことや、地区計画区域内の全ての道路に対して制度適用

が可能となるなど、活用の幅が拡大している。

現在、立体道路制度を活用し道路管理者以外が既存道

路上空に空間整備をした事例はないが、国道 15 号・品

川駅西口駅前基盤整備でのケーススタディを通じ、制度

活用にあたっての課題と見解を報告する。

� 我が国における立体道路制度の現状

２－１　立体道路制度の概要

立体道路制度は幹線道路等の整備促進と土地の高度利

用に関する取り組みの一つで、道路の区域を立体的に定

め、それ以外の空間利用を可能にすることで、道路と建

築物等との一体的整備を実現する制度である。運用にあ

たっては、道路法、都市計画法、建築基準法について、

規制を緩和することで、道路上空の利用を実現すること

が可能となるものである（図１、表１）。

２－２　立体道路制度の変遷

　立体道路制度は平成元年に創設されて以降、道路上空

活用ニーズの多様化にあわせて主に表２のような改正が

行われている。

平成 26 年には、これまで新設・改築時に限定されて

いた立体道路制度について、特定地域の既存道路におい

ても適用できることとなり、その対象が拡大された。ま

�

本調査研究では、道路を立体的に活用し都市機能の高度化を図ることが可能となる「立体道路制度」について、その

制度の変遷や平成 30 年度制度改正のポイントと概要を示した。

また、制度を活用した新たな拠点づくりとして、国道 15 号品川駅西口駅前基盤整備をケーススタディとして取り挙

げ、制度活用上の問題点を挙げるとともに、自動運転技術等の将来技術革新を前提とした次世代の交通拠点のあるべき

姿について、検討成果の報告を行う。

官民連携による立体道路制度の展望
〜品川における交通結節点のケーススタディ〜

ྩ࿨ݩ೥౓
දձʢᶘʣൃڀݚԋձɾௐࠪߨ

五十嵐　一智、浜田　誠也、加藤　拓哉
ITS・新道路創生本部
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 ᐁ Ẹ 㐃 ᦠ ࡟ ࡼ ࡿ ❧ య 㐨 ㊰ ไ ᗘ ࡢ ᒎ ᮃ  

㹼ရᕝࡿࡅ࠾࡟஺㏻⤖⠇Ⅼ࢕ࢹࢱࢫࢫ࣮ࢣࡢ㹼 

 

 ஬༑ᔒ ୍ᬛ  ὾⏣ ㄔஓ  ຍ⸨ ᣅဢ 

Kazutomo Igarashi  Seiya Hamada  Takuya Kato  

ITS࣭新㐨㊰๰⏕ᮏ㒊 

 

ᮏㄪᰝ◊✲࡛ࠊࡣ㐨㊰ࢆ❧యⓗ࡟ά⏝ࡋ㒔ᕷᶵ⬟ࡢ㧗ᗘ໬ࢆᅗࠕࡿ࡞࡜⬟ྍࡀ࡜ࡇࡿ❧య㐨

㊰ไᗘࠖࡢࡑࠊ࡚࠸ࡘ࡟ไᗘࡢኚ㑄ࡸᖹᡂ 30ᖺᗘไᗘᨵṇ࡜ࢺࣥ࢖࣏ࡢᴫせࠋࡓࡋ♧ࢆ 

ᅜ㐨ࠊ࡚ࡋ࡜ࡾࡃᣐⅬ࡙࡞ࡓ᪂ࡓࡋ⏝άࢆไᗘࠊࡓࡲ 15ྕရᕝ㥐すཱྀ㥐๓ᇶ┙ᩚഛࢫ࣮ࢣࢆ

⾡ᑗ᮶ᢏࡢ➼⾡㐠㌿ᢏື⮬ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡆᣲࢆၥ㢟Ⅼࡢไᗘά⏝上ࠊࡆᣲࡾྲྀ࡚ࡋ࡜࢕ࢹࢱࢫ

㠉᪂ࢆ๓ᥦࡓࡋ࡜ḟୡ௦ࡢ஺㏻ᣐⅬࡁ࡭ࡿ࠶ࡢጼ᳨ࠊ࡚࠸ࡘ࡟ウᡂᯝࡢሗ࿌ࠋ࠺⾜ࢆ 

 
㸯㸬࡟ࡵࡌࡣ 

බඹ㈈⏘である㐨㊰においては、Ᏻ඲෇⁥な交通ᶵ能の☜ಖのほⅬかࡑࡽの✵間をኳୖኳୗ、

㐨㊰⟶⌮者がᡤ᭷してࡓࡁ。୍᪉、㒔ᚰ㒊では、業ົ㺃ၟ業㞟✚ᆅでの✵間㟂要の㧗ࡲり、㕲㐨㥐

࿘㎶➼を୰ᚰとしࡓ交通⤖⠇Ⅼの᭦なるᶵ能ᙉ໬、ᐁ民が㐃ᦠし୍ࡓయの࡙ࡕࡲくり➼、社会ⓗ

 。ているࡏりをぢࡲが㧗ࢬーࢽ

㐨㊰✵間を民間事業者➼の㐨㊰⟶⌮者௨እが౑う᪉ἲとして、これࡲで㐨㊰༨用ไᗘ➼を୰ᚰ

にά用されてࡓࡁが、༨用用㏵のไ㝈、ᶒ฼のᢸಖᛶ➼、฼用者ഃのᠱᛕᮦᩱが」ᩘあっࡓ。❧

య㐨㊰ไᗘにおいは、㏆ᖺのᨵṇにより㐨㊰✵間を㝈ᐃして⚾ᶒ設ᐃが可能となっࡓことや、ᆅ

༊ィ⏬༊ᇦෆの඲ての㐨㊰にᑐしてไᗘ㐺用が可能となるなど、ά用のᖜがᣑ኱している。 

 ⌧ᅾ、❧య㐨㊰ไᗘをά用し㐨㊰⟶⌮者௨እが᪤Ꮡ㐨㊰ୖ✵に✵間ᩚഛをしࡓ事౛はないが、

ᅜ㐨 15 ྕ㺃ရᕝ㥐すཱྀ㥐๓ᇶ┙ᩚഛでのケーススタデ࢕を通じ、ไᗘά用にあࡓってのㄢ㢟とぢ

ゎをሗ࿌する。 

 

㸰㸬ᡃࡀᅜࡿࡅ࠾࡟❧య㐨㊰ไᗘࡢ⌧≧ 

㸦㸯㸧❧య㐨㊰ไᗘࡢᴫせ 

❧య㐨㊰ไᗘはᖿ⥺㐨㊰➼のᩚഛಁ進とᅵᆅの㧗ᗘ฼用に㛵するྲྀり⤌ࡳの୍つで、㐨㊰の༊

ᇦを❧యⓗにᐃࡑ、ࡵれ௨እの✵間฼用を可能にすることで、㐨㊰と建⠏≀➼との୍యⓗᩚഛを

実⌧するไᗘであ

る。運用にあࡓって

は、㐨㊰ἲ、㒔ᕷィ

⏬ἲ、建⠏ᇶ‽ἲに

ついて、つไを⦆࿴

することで、㐨㊰ୖ

✵の฼用を実⌧す

ることが可能とな

るものである。
ᅗ㸫㸯 ❧య㐨㊰ไᗘࡢᴫᛕ 図１　立体道路制度の概念
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44᮲ 1 㡯 3

ྕ ௚ 

࣭㒔ᕷィ⏬ἲ࡟ᇶ࡙࡚࠸㔜」฼⏝༊ᇦࢆᐃࡓࡵ⠊ᅖࠊ࡚࠸࠾࡟㐨㊰ෆᘓ⠏ไ㝈ࢆ
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ᖹᡂ 26ᖺには、これࡲで新設࣭ᨵ⠏᫬に㝈ᐃされていࡓ❧య㐨㊰ไᗘについて、≉ᐃᆅᇦの᪤

Ꮡ㐨㊰においても㐺用でࡁることとなり、ࡑのᑐ㇟がᣑ኱されࡓࡲ。ࡓ、ᖹᡂ 28ᖺには、㐨㊰に

༊ศᆅୖᶒの設ᐃが可能となり、㐨㊰ୖ✵✵間➼を民間事業者➼がά用可能㸦⚾ᶒ設ᐃがチ可㸧

となるなど、ไᗘの㐺用⠊ᅖがᣑ኱してࡁている。 

 

表１　立体道路制度に関連する法制度
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表２　立体道路制度に関連する法制度（民間敷地に道路）
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た、平成 28 年には、道路に区分地上権の設定が可能と

なり、道路上空空間等を民間事業者等が活用可能（私権

設定が許可）となるなど、制度の適用範囲が拡大してき

ている（表３）。

２－３�　立体道路制度の変遷 ‒ 平成 30 年度
改正

これまでは、都市再生緊急整備地域内での適用に限定

されていた一般道路への制度適用（私権の設定）につい

て、平成 30 年 7 月には地区計画区域内全ての道路に対

して活用することが可能となった。これにより、首都圏

等の限定地域の制度であったが、今後は全国各都市での

制度活用ニーズが生まれることが期待される（図２）。

品川における
交通結節点のケーススタディ

３－１　プロジェクトの概要

Ңܦ˙

品川駅周辺地域は、羽田空港の更なる国際化や 2027

年開業を目指すリニア中央新幹線、2020 年に暫定開業

を目指す高輪ゲートウェイ駅など、地域のポテンシャル

が高まっている。また、西口地区（高輪３丁目・４丁目）

では、民間事業者による新規開発が予定されており、今

後大幅な来訪客の増加が見込まれている。

現在の品川駅と西口地区は、国道 15 号で分断されて
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ရᕝ㥐࿘㎶ᆅᇦは、⩚⏣✵ の᭦なるᅜ㝿໬や 2027 ᖺ開業を┠ᣦすࣜ࢔ࢽ୰ኸ新ᖿ⥺、2020

ᖺにᬻᐃ開業を┠ᣦす㧗㍯ࢤー࢖࢙࢘ࢺ㥐など、ᆅᇦの࣏テンシࣕルが㧗ࡲっている。ࡓࡲ、す

ཱྀᆅ༊㸦㧗㍯㸱୎┠࣭㸲୎┠㸧では、民間事業者による新つ開Ⓨがணᐃされており、今後኱ᖜな

᮶ゼᐈのቑຍがぢ㎸ࡲれている。 

⌧ᅾのရᕝ㥐とすཱྀᆅ༊は、ᅜ㐨 15ྕでศ᩿されており⊃ᑠな㥐๓ᗈሙと┦ࡲって、Ᏻ඲ᛶ࣭

฼౽ᛶに኱ࡁなㄢ㢟をᢪ࠼ている。 

ᅗ㸫㸰 ᖹᡂ 30ᖺᗘᨵṇࡢᴫせ 図２　平成 30 年度改正の概要
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 これࡲでは、㒔ᕷ෌⏕⥭ᛴᩚഛᆅᇦෆでの㐺用に㝈ᐃされてい୍ࡓ⯡㐨㊰࡬のไᗘ㐺用㸦⚾ᶒ

の設ᐃ㸧について、ᖹᡂ 30ᖺ 7᭶にはᆅ༊ィ⏬༊ᇦෆ඲ての㐨㊰にᑐしてά用することが可能と

なっࡓ。これにより、㤳㒔ᅪ➼の㝈ᐃᆅᇦのไᗘであっࡓが、今後は඲ᅜྛ㒔ᕷでのไᗘά用ࢽ

ーࢬが⏕ࡲれることが期待される。 
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㒔ᕷ෌⏕⥭ᛴᩚഛᆅᇦ 䛭䛾௚䛾ᆅᇦ

⮬ື㌴ᑓ⏝道路䞉高ᯫ道路 䚽 䕿
一般道路 䕿 ×

 

 

㸱㸬ရᕝࡿࡅ࠾࡟஺㏻⤖⠇Ⅼ࢕ࢹࢱࢫࢫ࣮ࢣࡢ 

㸦㸯㸧ࡢࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉᴫせ 

 ⦌⤒ڦ

ရᕝ㥐࿘㎶ᆅᇦは、⩚⏣✵ の᭦なるᅜ㝿໬や 2027 ᖺ開業を┠ᣦすࣜ࢔ࢽ୰ኸ新ᖿ⥺、2020

ᖺにᬻᐃ開業を┠ᣦす㧗㍯ࢤー࢖࢙࢘ࢺ㥐など、ᆅᇦの࣏テンシࣕルが㧗ࡲっている。ࡓࡲ、す

ཱྀᆅ༊㸦㧗㍯㸱୎┠࣭㸲୎┠㸧では、民間事業者による新つ開Ⓨがணᐃされており、今後኱ᖜな

᮶ゼᐈのቑຍがぢ㎸ࡲれている。 

⌧ᅾのရᕝ㥐とすཱྀᆅ༊は、ᅜ㐨 15ྕでศ᩿されており⊃ᑠな㥐๓ᗈሙと┦ࡲって、Ᏻ඲ᛶ࣭

฼౽ᛶに኱ࡁなㄢ㢟をᢪ࠼ている。 

ᅗ㸫㸰 ᖹᡂ 30ᖺᗘᨵṇࡢᴫせ 

表３　立体道路制度に関連する法制度（民間敷地に道路 + 道路区域に民間施設）
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おり狭小な駅前広場と相まって、安全性・利便性に大き

な課題を抱えている（図３）。

これらを踏まえ、国土交通省では有識者や民間事業協

力者、関係行政機関と共に検討会を重ね、2019 年 3 月

「未来の品川駅前空間（西口）計画～国道 15 号・品川駅

西口駅前広場～事業計画」（以下、「事業計画」という）

を取りまとめた（図４）。

ըͷ֓ཁܭۀࣄ˙

＜コンセプト＞（図５）

品川駅西口駅前整備にあたっては、事業計画において

以下４つの基本コンセプトを定めている。

○異なるモビリティが乗り入れ、シームレスな乗換を可

能とする新たな交通結節点

○駅前や広場空間を中心に様々な都市活動を支える基盤

○新しい「日本の顔」となる象徴的な空間を懐柔に発信

○国内での大災害時には、首都圏の防災拠点としての機

能を発揮

＜イメージパース＞（図６）

現在の東西自由通路の延伸部として位置づけるセンタ

ーコア、自動運転や新たなモビリティを格納する次世代

型交通ターミナル、主に民間開発計画と連携した複合タ

ーミナルや賑わい広場についてのイメージが示されてい

る。特に、道路上空空間に、交通ターミナルや商業施設

を配置することがこれまでの道路事業やまちづくり等で

は実現できなかったプランとなっている。

＜空間の活用方針＞（図７）

空間の具体的な活用方針として、交通機能、賑わい機

能や民間敷地と一体となった空間整備により実現する７

つを定めている。
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䕦⊃ᑠ䛷ΰ㞧䛩䜛すཱྀ㥐๓ᗈሙ 

 

䕦Ṍ⾜⪅䛷⁄䜜䜛㥐๓Ṍ道ᶫ 

 

䕦㘒⥈䛜ከ䛔ᅜ道 15 ྕ䛾Ṍ道 

これࡽを㋃࠼ࡲ、ᅜᅵ交通┬では᭷㆑者や民間事業༠ຊ者、㛵ಀ行ᨻᶵ㛵とඹに検討会を㔜ࡡ、

2019 ᖺ 3 ᭶ࠕᮍ᮶のရᕝ㥐๓✵間㸦すཱྀ㸧ィ⏬㹼ᅜ㐨㸯㸳ྕ࣭ရᕝ㥐すཱྀ㥐๓ᗈሙ㹼事業ィ⏬ࠖ

㸦௨ୗ、ࠕ事業ィ⏬ࠖという㸧をྲྀりࡲとࡓࡵ。 

  
㈨ᩱ㸸ᅜᅵ஺㏻┬ᮾிᅜ㐨஦ົᡤࡾࡼࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ 

 ᴫせࡢ⏬஦ᴗィڦ

㸺ࢺࣉࢭࣥࢥ㸼 

ရᕝ㥐すཱྀ㥐๓ᩚഛにあࡓっては、事業ィ⏬において௨ୗ㸲つのᇶᮏࢥンࢺࣉࢭをᐃࡵている。 
 な交通⤖⠇Ⅼࡓが஌りධれ、シームࣞスな஌᥮を可能とする新࢕テࣜࣅなるモ␗ۑ 

 ┙るᇶ࠼な㒔ᕷάືをᨭࠎ㥐๓やᗈሙ✵間を୰ᚰにᵝۑ 

 ᪥ᮏの㢦ࠖとなる㇟ᚩⓗな✵間を᠜ᰂにⓎಙࠕ新しいۑ 

 ᅜෆでの኱⅏ᐖ᫬には、㤳㒔ᅪの㜵⅏ᣐⅬとしてのᶵ能をⓎ᥹ۑ 

資料：国土交通省東京国道事務所ホームページより
図４　未来の品川駅前空間（西口）計画〜国道 15 号・品川駅西口駅前広場〜事業計画
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 ᴫせࡢ⏬஦ᴗィڦ

㸺ࢺࣉࢭࣥࢥ㸼 

ရᕝ㥐すཱྀ㥐๓ᩚഛにあࡓっては、事業ィ⏬において௨ୗ㸲つのᇶᮏࢥンࢺࣉࢭをᐃࡵている。 
 な交通⤖⠇Ⅼࡓが஌りධれ、シームࣞスな஌᥮を可能とする新࢕テࣜࣅなるモ␗ۑ 

 ┙るᇶ࠼な㒔ᕷάືをᨭࠎ㥐๓やᗈሙ✵間を୰ᚰにᵝۑ 

 ᪥ᮏの㢦ࠖとなる㇟ᚩⓗな✵間を᠜ᰂにⓎಙࠕ新しいۑ 

 ᅜෆでの኱⅏ᐖ᫬には、㤳㒔ᅪの㜵⅏ᣐⅬとしてのᶵ能をⓎ᥹ۑ 

図３　品川駅西口の現状と課題
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図５　基本コンセプト

 5 

㸺ࢫ࣮ࣃࢪ࣮࣓࢖㸼 

⌧ᅾのᮾす⮬⏤通㊰のᘏఙ㒊として఩⨨࡙ࡅるࢭンター࢔ࢥ、⮬ື運㌿や新ࡓなモࣜࣅテ࢕を

᱁⣡するḟୡ௦ᆺ交通ターミナル、୺に民間開Ⓨィ⏬と㐃ᦠしࡓ」ྜターミナルや㈰ࢃいᗈሙに

ついての࣓࢖ーࢪが♧されている。≉に、㐨㊰ୖ✵✵間に、交通ターミナルやၟ業᪋設を㓄⨨す

ることがこれࡲでの㐨㊰事業や࡙ࡕࡲくり➼では実⌧でࡁなかっࣛࣉࡓンとなっている。 

㸺✵㛫ࡢά⏝᪉㔪㸼 

✵間のලయⓗなά用᪉㔪として、交通ᶵ能、㈰ࢃいᶵ能や民間ᩜᆅと୍యとなっࡓ✵間ᩚഛに

より実⌧する㸵つをᐃࡵている。 

ᅗ㸫㸲 ࢢࣥࢽ࣮ࢰ 

ᅗ㸫㸱 ࢫ࣮ࣃࢪ࣮࣓࢖ 図６　イメージパース
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˙ཱମಓ࿏੍౓ͷ׆༻

事業計画においては、先に示した道路上空空間の活用

区分として、大きく「交通広場（センターコア含む）」

と「賑わい広場」の２つに分かれている。このうち交通

広場側については、公共スペースとされており道路区域

として活用される計画となっている。一方、商業施設を

含む賑わい広場については、商業スペースとしてされて

おり、民間での整備が期待されている空間となる。

品川駅西口駅前広場基盤整備にあたっては、このセン

ターコアより南側に位置する賑わい広場空間について、

立体道路制度を活用し、民間による整備・運営をしてい

くスキームとなっている（図８）。

３－２　立体道路制度活用にあたっての課題

本事業計画における賑わい広場について、立体道路制

度を活用して整備する場合、今回の事業計画の特性も含

めいくつかの課題が想定される。

現時点で想定される課題について整理を行った。

 5 

㸺ࢫ࣮ࣃࢪ࣮࣓࢖㸼 

⌧ᅾのᮾす⮬⏤通㊰のᘏఙ㒊として఩⨨࡙ࡅるࢭンター࢔ࢥ、⮬ື運㌿や新ࡓなモࣜࣅテ࢕を

᱁⣡するḟୡ௦ᆺ交通ターミナル、୺に民間開Ⓨィ⏬と㐃ᦠしࡓ」ྜターミナルや㈰ࢃいᗈሙに

ついての࣓࢖ーࢪが♧されている。≉に、㐨㊰ୖ✵✵間に、交通ターミナルやၟ業᪋設を㓄⨨す

ることがこれࡲでの㐨㊰事業や࡙ࡕࡲくり➼では実⌧でࡁなかっࣛࣉࡓンとなっている。 

㸺✵㛫ࡢά⏝᪉㔪㸼 

✵間のලయⓗなά用᪉㔪として、交通ᶵ能、㈰ࢃいᶵ能や民間ᩜᆅと୍యとなっࡓ✵間ᩚഛに

より実⌧する㸵つをᐃࡵている。 

ᅗ㸫㸲 ࢢࣥࢽ࣮ࢰ 

ᅗ㸫㸱 ࢫ࣮ࣃࢪ࣮࣓࢖ 

図７　ゾーニング
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 ⏝άࡢయ㐨㊰ไᗘ❧ڦ

事業ィ⏬においては、ඛに♧しࡓ㐨㊰ୖ✵✵間のά用༊ศとして、኱ࡁくࠕ交通ᗈሙ㸦ࢭンタ

ーࡴྵ࢔ࢥ㸧ࠖ とࠕ㈰ࢃいᗈሙࠖの㸰つにศかれている。このうࡕ交通ᗈሙഃについては、බඹス

いࢃ㈰ࡴースとされており㐨㊰༊ᇦとしてά用されるィ⏬となっている。୍᪉、ၟ業᪋設をྵ࣌

ᗈሙについては、ၟ業ス࣌ースとしてされており、民間でのᩚഛが期待されている✵間となる。 
ရᕝ㥐すཱྀ㥐๓ᗈሙᇶ┙ᩚഛにあࡓっては、このࢭンター࢔ࢥより༡ഃに఩⨨する㈰ࢃいᗈሙ

✵間について、❧య㐨㊰ไᗘをά用し、民間によるᩚഛ࣭運Ⴀをしていくス࢟ームとなっている。 

 
㈨ᩱ㸸ᅜᅵ஺㏻┬ᮾிᅜ㐨஦ົᡤࡾࡼࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ 

 
㸦㸰㸧❧య㐨㊰ไᗘά⏝ࡢ࡚ࡗࡓ࠶࡟ㄢ㢟 

 ᮏ事業ィ⏬におࡅる㈰ࢃいᗈሙについて、

❧య㐨㊰ไᗘをά用してᩚഛするሙྜ、今ᅇ

の事業ィ⏬の≉ᛶもྵࡵいくつかのㄢ㢟が

᝿ᐃされる。 
 ⌧᫬Ⅼで᝿ᐃされるㄢ㢟についてᩚ⌮を

行っࡓ。 
 
ㄢ㢟㸯㸧㐨㊰の❧యⓗ༊ᇦの設ᐃ⠊ᅖ 
 ྑᅗ㸦B-B’᩿㠃࣓࢖ーࢪ㸧に♧しࡓ通り㐨

㊰の❧యⓗ༊ᇦをᐃࡵるሙྜには、デ࢟ࢵᵓ

㐀≀㸦ᶫ⬮➼㸧が民間᪋設となる。このሙྜ、

デ࢟ࢵᵓ㐀≀の⥔持⟶⌮はཎ๎、ᡤ᭷者であ

る民間事業者が行うこととなるが、民間事業

者にᅜ㐨ୖ✵᪋設を⥔持⟶⌮するᢏ⾡㠃㺃㈝

用㠃での能ຊ、ࡓࡲ、Ᏻ඲かつ෇⁥な㐨㊰交

通ᶵ能の☜ಖ➼についてもᠱᛕがṧる。 
 
ㄢ㢟㸰㸧ᅜ㐨ୖ✵✵間の౯್ 
 ᅜ㐨 15 ྕୖ✵に、民間᪋設㸦㈰ࢃいᗈሙ࣭

ၟ業᪋設➼㸧をᩚഛ㺃ಖ᭷する㝿には、බඹ

㈈⏘に⚾ᶒを設ᐃすることとなり、ྲྀᚓするࡵࡓのᑐ౯が必要となる。しかし、これࡲで㐨㊰ୖ

✵✵間の኎༷事౛がないࡵࡓ、✵間౯್⮬యがどの⛬ᗘの౯᱁となるかのか、୙᫂☜であること

ᅗ㸫㸲 ❧య㐨㊰ไᗘࡢά⏝⠊ᅖ 

ᅗ㸫㸳 㐨㊰ࡢ❧యⓗ༊ᇦࡢタᐃ㸦౛㸧 

道路区域のまま 民間による整備･運営 

❧య㐨㊰ไᗘ 
 ⏝άࢆ

資料：国土交通省東京国道事務所ホームページより
図８　立体道路制度の活用範囲

12



課題１）道路の立体的区域の設定範囲

右図（B-B’ 断面イメージ）に示した通り

道路の立体的区域を定める場合には、デッキ

構造物（橋脚等）が民間施設となる。この場

合、デッキ構造物の維持管理は原則、所有者

である民間事業者が行うこととなるが、民間

事業者に国道上空施設を維持管理する技術面

･ 費用面での能力、また、安全かつ円滑な道

路交通機能の確保等についても懸念が残る。

課題２）国道上空空間の価値（図９）

国道 15 号上空に、民間施設（賑わい広場・

商業施設等）を整備 ･ 保有する際には、公共

財産に私権を設定することとなり、取得する

ための対価が必要となる。しかし、これまで

道路上空空間の売却事例がないため、空間価

値自体がどの程度の価格となるのか、不明確

であることが課題と考えられる。更に、国道

15 号上空での収益額（商業施設等による収益、

他）が上空デッキの整備費用及び空間の取得

対価に見合うものでないケースも十分に考え

られ、民間の事業計画が実現しないことも考

えられる。当該事業含めたまちづくり計画全

体への影響も極めて大きい。

課題３）国道 15号の容積率の設定（図 10）

現在、国道 15 号には容積率が設定されて

いない。民間事業者としては、国道上空の容

積活用は、事業の成立性に大きく関わる内容

である。容積率を地区計画により定め、容積

移転の可能性含め民間が事業スキームを検討

できる状況に整える必要がある。その他、容

積移転先のニーズや隣接ビルの高さ制限、民

間開発とのタイミングの整合等の課題が残る。
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ーࡴྵ࢔ࢥ㸧ࠖ とࠕ㈰ࢃいᗈሙࠖの㸰つにศかれている。このうࡕ交通ᗈሙഃについては、බඹス
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❧య㐨㊰ไᗘをά用してᩚഛするሙྜ、今ᅇ

の事業ィ⏬の≉ᛶもྵࡵいくつかのㄢ㢟が

᝿ᐃされる。 
 ⌧᫬Ⅼで᝿ᐃされるㄢ㢟についてᩚ⌮を

行っࡓ。 
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 ྑᅗ㸦B-B’᩿㠃࣓࢖ーࢪ㸧に♧しࡓ通り㐨
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ᅗ㸫㸲 ❧య㐨㊰ไᗘࡢά⏝⠊ᅖ 

ᅗ㸫㸳 㐨㊰ࡢ❧యⓗ༊ᇦࡢタᐃ㸦౛㸧 

道路区域のまま 民間による整備･運営 

❧య㐨㊰ไᗘ 
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図９　道路の立体的区域の設定（例）
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㸦㸱㸧௒ᚋࡢ஦ᴗ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫ 

 ᅜ㐨ୖ✵はᅜ᭷㈈⏘であるࡵࡓ、民間事業者による⚾ᶒ設ᐃにあࡓってはබᖹᛶ࣭㏱᫂ᛶのᢸ

ಖがồࡽࡵれ、බເᡭ続ࡁが必要となる。බເにより㑅ᐃしࡓඃඛ交΅民間事業者は、㐨㊰⟶⌮

者をྵ࡙ࡕࡲࡓࡵくり⤌⧊との事業実᪋ෆᐜの༠㆟㺃ㄪᩚを⤒て、事業実᪋に⛣るணᐃとされてい

る。 

 
㈨ᩱ㸸ᅜᅵ஺㏻┬ᮾிᅜ㐨஦ົᡤࡾࡼࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ 

ᅗ㸫㸶 ❧య㐨㊰ไᗘࢆά⏝ࡓࡋ㈰࠸ࢃᗈሙᩚഛ࡟㛵ࡿࡍ௒ᚋ࣮ࣝࣗࢪࢣࢫࡢ 

䕔᥋道せ௳䛻䛛䛛䜛ἲ௧➼䕔 

䕿 ᘓ⠏ᇶ‽ἲ䠖2m ௨ୖ᥋道䛾☜ಖ 

䕿 ᮾி㒔ᘓ⠏Ᏻ඲᮲౛䠖䠎㎶᥋道ཪ䛿࿘㛗䛾 

1/3 ௨ୖ䛾᥋道䛾☜ಖ 

䕿 ᮾி㒔㕲道㥐ᵓෆ➼㛤Ⓨᣦᑟᇶ‽䠖࿘㛗 

䛾 1/3 ௨ୖ䛾᥋道䛾☜ಖ 

周辺
建物

周辺
建物

国道15号

上空建物上空建物

人工地盤

重複利用区域

にぎわい広場

容積
割増分

容積
割増分

容積移転

余剰容積

道路上の
設定容積は？

容積消化
をしきれるか？

タイミング
があうか？

ᅗ㸫㸴 ᐜ✚⋡࡟㛵ࡿࡍㄢ㢟 

ᅗ㸫㸵 ᘓ⠏ᩜᆅ࡟㛵ࡿࡍㄢ㢟 

図 10　容積率に関する課題
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課題４）その他（建築敷地：接道の確保）（図 11）

重複利用区域を指定した道路（賑わい広場側の国道

15 号）は、建築基準法上の道路とみなされないため、

図 11 に示す駅南棟はこれ以外の区間で接道を取る必要

がある。その他の接道要件に関わる法令等の遵守も求め

られるため、特定行政庁との十分な協議の基、計画立案

が必要である。

３－３　今後の事業スケジュール

国道上空は国有財産であるため、民間事業者による私

権設定にあたっては公平性・透明性の担保が求められ、

公募手続きが必要となる。公募により選定した優先交渉

民間事業者は、道路管理者を含めたまちづくり組織との

事業実施内容の協議 ･ 調整を経て、事業実施に移る予定

とされている（図 12）。

未来の交通結節点～次世代型交
通ターミナルの機能～

交通広場（センターコア含む）では、先にコンセプト

で示した通り、未来型の交通結節点として将来必要とな

る機能、自動運転等の技術革新や、象徴的な空間を創出

することを目指し計画が進められている。特に、次世代

型交通ターミナルについては、これまでの交通ターミナ

ルの概念とは異なり、自動運転技術の活用・MaaS の概

念を意識している。以下に概要を紹介する。

୅ϞϏϦςΟͷωοτϫʔΫੈ࣍˙

次世代型交通ターミナルには、超小型モビリティ、パ

ーソナルモビリティ、多目的自動車の３つの次世代モビ

リティを格納し、周辺の拠点 ･ 資源への移動に活用する

とともに、周辺各所には乗降拠点（デポ）を設置しネッ

トワーク化を図る（図 13）。

˙γεςϜ

次世代型交通ターミナル、デポの他、周辺民間ビルに

�
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者をྵ࡙ࡕࡲࡓࡵくり⤌⧊との事業実᪋ෆᐜの༠㆟㺃ㄪᩚを⤒て、事業実᪋に⛣るணᐃとされてい

る。 
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資料：国土交通省東京国道事務所ホームページより
図 12　立体道路制度を活用した賑わい広場整備に関する今後のスケジュール
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モビリティを一定台数待機させることが可能なプ

ールを用意する。また、需要に応じた車両供給を

自動運転技術で実現することで、各乗降拠点の車

両台数が常に最適化させるシステムを目指す（図

14）。

˙ͦͷଞ

常に最先端の技術（車両・システム）を有し、

ショールーム的な役割を果たすとともに、誰にと

っても使いやすいモビリティ配給拠点とする。

おわりに
平成 30 年 7 月の制度改正に伴い、これから全国

各都市で立体道路制度を活用したまちづくりが推

進されていることが想定される。本項では、先行

して制度活用を検討している品川駅西口駅前広場

基盤整備をケーススタディとして紹介した。

常に来訪者を呼び込み、持続可能なまちづくり

を推進するにあたっては、更なる制度の充実や先

に示した課題解決もさることながら、官・民の密

な連携と学（有識者）等により最新の知見を持っ

た計画立案が重要と考える。

�

 8 
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図 13　次世代モビリティのネットワークイメージ
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はじめに
自動運転移動サービスについては、政府戦略（未来投

資戦略 2018）や、「官民 ITS 構想・ロードマップ 2018」

において、ビジネスモデル構築のため、関係事業者との

連携等、事業化を視野に入れた、より長期間の実証実験

を行い、2020 年以降の民間ベースでの自動運転ビジネ

スの展開を目指す等が定められており、社会実装を見据

え、事業性の検証等に重きを置きながら実証実験を進め

ていくこととされ、平成 29 年度までの国内外の各種実

験結果等を踏まえ、実証実験の更なる高度化が求められ

ている。

本調査研究では、これらの政府戦略等を踏まえ、国土

交通省及び「内閣府戦略的イノベー

ション創造プログラム第２期 SIP」

にて、地方部における自動運転移動

サービスの社会実装に向けた長期間

の実証実験等を実施し、過去の関連

する実証実験において明らかにされ

た課題等について、解決方法を確立

することを目的として、実証実験に

より有効性の検証を行った。

� 自動運転サービス実証実験の概要
本年更新された「官民 ITS 構想・ロードマップ 2019」

においては、我が国の少子高齢化や都市部への人口集中

等の社会構造の変化に伴い、特に高齢化が進むことが予

想される地方部では、公共交通への需要縮小による地方

公共団体の財政逼迫等により、地域公共交通ネットワー

クの維持が一層困難になり、交通空白地帯が拡大し、運

転免許証返納後の高齢者をはじめとした移動弱者の移動

手段確保が一層深刻となるおそれがあるとされている

（図１）。

そこで、高齢化が進行する中山間地域の人流・物流を

確保するため、物販や診療所などの生活に必要なサービ

�

自動運転技術の実用化は、渋滞の緩和や少子高齢化への対応・生産性の向上、国際競争力の強化、高齢者等の移動支

援等に効果があると期待されている。

本調査研究では、高齢化が進行する中山間地域において、人流・物流を確保するため、物販や診療所などの生活に必

要なサービスが集積しつつある「道の駅」等を拠点とした自動運転サービスの実証実験を通じて、2020 年までの社会

実装を目指した検討を行った。

தؒࢁ஍Ҭʹ͓͚Δࣾձ࣮૷ʹ͚ͨ޲
ࣗಈӡసαʔϏε

加藤　宣幸、浜田　誠也、椎谷　亮平、光安　皓、中村　謙太、木村　健二
ITS・新道路創生本部

出典：国土交通省資料
図１　実証実験実施概要
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スが集積する「道の駅」等

を拠点とした自動運転サー

ビスについて 2020 年までの

社会実証を目指し、主に技

術的検証やビジネスモデル

検討を目的とした短期実証

実験を 18 箇所、主にビジネ

スモデルの構築を目的とし

た長期実証実験を６箇所で

実施した（図２）。

実証実験における検証

３－１　2018 年度長期実証実験の概要

過年度実施した短期間の実験を踏まえた課題としては、

走行空間の確保に対して、走行路上の歩行者や、一般車

両による追い越し・滞留、積雪による道路幅員の減少、

沿道の植栽を自動運転車両が検知する等、自動走行に支

障のある事例を確認した（図

３）。

また自動運転車両の走行

技術や運行管理面において

は、降雪をレーダーが検知

したり、山間部での GPS 受

信精度の低下等、気象条件

や地形によっては障害物の

検知や自己位置の特定がで

きない等の課題を確認した。

これらの状況を踏まえ、

2018 年度に実施した長期間

実証実験では専用・優先走

行空間の確保とそれらの道

路利用者や地域への周知、

理解の醸成を行うとともに、

� 路車連携技術による円滑な走行に向けた運行管理を行っ

た。併せて、ビジネスモデルの構築に向け、コストや将

来需要を踏まえた採算性の具体的検証や、事業運営主体

（ボランティアの活用含む）の構築を目指した。

３－２�　2018 年度長期実証実験における検証
項目（表１）

2018 年度の実証実験では、自動運転サービスの導入

出典：国土交通省資料を基に追記
図２　過去２箇年における実証実験箇所位置図

出典：第６回中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転ビジネスモデル検討会資料
図３　短期間実証実験成果を踏まえた長期実証実験概要

17



�

に向けて、「技術部分」と「ビジネスモデル」に分類し

て検証を行った。

技術部分については、走行環境として、中山間地の特

性を活かした専用・優先の走行空間の確保を検討し、道

路空間の基準等の整備に向けた検証を行った。併せて運

行体制として、運行管理センターの設置や走行状況・車

内状況のモニタリング手法に関する検証を行った。

ビジネスモデル部分については、サービス水準と導入

成立性として、福祉・物流面での地域の多様な取組との

連携や採算性、持続可能性について検証を行った。

実証実験結果
2018 年度の実証実験における検証結果について、走行

環境、運行体制、サービス水準、導入成立性にて整理した。

４－１　走行環境について

実証実験においては、自動運転車両を円滑に走行させ

るために、各地で様々な工夫を実施した。福岡県みやま市

�
や熊本県芦北町、長野県伊那市では、回転灯や看板、路

面標示を設置し、秋田県上小阿仁村では、自動運転車両

が接近した際にだけ赤信号になる仮設の信号を設置した。

混在交通区間での対向車との対応や、追い越し等につ

いては、２車線区間では円滑に離合して走行できたが、

１車線区間や狭隘な区間では、車両センサーが対向車を

検知し、走行停止や手動運転で回避する場合があった。

また、実勢速度で走行する場合は円滑に走行することが

できたが、低速で走行する場合は後続車の追い越し又は

表１　2018 年度長期実証実験における検証項目

▲回転灯・看板の設置⇒路面標示の設置（みやま）

▲仮設信号の設置（かみこあに）

▲路面標示の設置（芦北町）
▲設置位置

片道のみ設置▲正面▼
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滞留の発生する場合があった（図４）。

道の駅等の拠点空間では、走行路付近に一般車両、二

輪車や歩行者が多く存在し輻輳しているため、自動運転

時に検知し走行停止や手動運転で回避する場合があった。

また、既存の高速バスや広域バスと円滑に乗り換えが可

能になるようにスペースを適切に確保することで、自動

運転サービスの利用促進につながることが確認された

（図５）。

４－２　運行体制について

利用者アンケートの結果、自動運転の技術への信頼性

は、乗車後に信頼できると回答した割合が高く、乗車前

後で大幅に向上することを確認した。乗り心地は、概ね

半数程度が肯定的な評価であったが、車両によっては車

両構造・ブレーキ操作に課題があるとの声が寄せられた。

貨物配送については、出荷者の負担軽減に期待する意見

があったが、配送量が少ないことや無人であることに不

安を感じる意見もあった（図６）。

出典：第６回中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転ビジネスモデル検討会資料
図５　道の駅等拠点内での走行性・乗継等に関する検証結果

出典：第６回中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転ビジネスモデル検討会資料
図４　混在交通への対応に関する検証結果
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４－３　サービス水準について

車両タイプにより走行速度が異なるため、実証実験で

は運行目的、対象となる路線特性等を踏まえて、サービ

ス内容を設定した（図７）。

バスタイプは走行速度 35km/h、サービス圏域は

10km 程度。カートタイプは平均速度 10km/h、往復１時

間以内（圏域５km 程度）が望ましい。カートタイプは

走行速度が遅いため、道の駅や鉄道駅等の停留所での待

ち時間を極力短くし、１ルートの走行時間を短く設定す

ることが望ましい。カートタイプはバッテリー容量に制

約があり、１日の走行距離 30km 以内とし、充電時間の

考慮も必要である。充電時間は、運行の合間に小まめに

取る方法とまとめて昼休憩を取って充電する方法がある。

サービス内容については、自動運転サービス実証実験

の利用者は、60 歳以上の高齢者の利用割合が高いこと

から、高齢者の生活移動支援サービスとして、利用ニー

ズの高い通院や買い物、行政手続等の日常の移動を支援

し、外出機会の向上に寄与するサービスが望まれていた。

また、地域特性に応じ、貨客混載や高齢者以外のター

ゲットを設定したサービス（スクールバスの代替として

児童の送迎、観光での活用など）にも適用可能であると

いえる。

出典：第６回中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転ビジネスモデル検討会資料
図６　車両性能・機能の信頼性に関する検証結果

図７　芦北町での自動運転車両利用目的
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４－４　導入成立性について

①地域の企業間連携による運営形態について

運営主体は、地域の産業構造や担い手の意見を踏まえ、

道の駅・地元企業・社会福祉協議会等の出資を想定した地

元事業者等による新たな事業体設立等が検討されている。

事業形態としては、高齢者等の福祉目的や過疎地住民

の移送支援目的で実費の範囲内で料金収受を行う自家用

有償旅客運送など、地域の実情に合わせた調整が必要と

いえる（図８）。

②採算性確保の方策・他事業との連携について

自動運転サービスの採算性確保に向けた他事業との連

携として、「物流」「福祉」「高速・その他」の各分野と

の連携が期待される（表２）。

今後の課題
本調査研究では、2018 年度に実施した中山間地域に

おける道の駅等を拠点とした自動運転サービス実証実験

結果から 2020 年までの社会実装を目指して技術面にお

いては、気象状況・道路状況の変化や地域住民・ドライ

バーの慣れによる手動介入の減少などの把握を行った。

ビジネスモデルの構築に向けては、今後の地域での運用

を見据え、モビリティサービスの人材育成や課題解決意

識の醸成、サービスのオペレーションや車両のドライバ

ーを地域住民、地元企業が担う仕組み等を検討した。

今後に向けては、これまでの実証実験で得られた知見

を踏まえ、道路における走行空間確保のための基準等の

検討を行うとともに、中山間地域における自動運転サー

ビス導入ガイドラインを作成し、自治体や有識者の意見

も踏まえながら、社会実装に向けた詳細な検討を行うこ

とが必要である。また実証実験を実施していない地域へ

の展開や導入支援も必要である。

�

出典：第６回中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転ビジネスモデル検討会資料
図８　自動運転サービスの運営主体及び事業形態について

表２　長期実証実験結果を踏まえた他事業との連携方策案
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はじめに
2016 年に開業したバスタ新宿（正式名称：新宿南口交

通ターミナル）は新宿駅南口の甲州街道（国道 20 号）南

側部分に建設された人工地盤上に駅施設や歩行者広場、

タクシーの乗降場、高速路線バス関連施設を立体的に配置

している。都心部の高密度発着便をさばくために４階は乗

車、３階は降車に使用することを基本としているが、到着

便が輻輳する時間帯は４階に到着便を誘導し降車を行う。

バス事業者（118 社）の約 1600 本／日の高速バスが発着

し、ピーク時の利用者数は約４万人／日に達する（図１）。

駅周辺に点在した高速バス乗り場を統合することで、

周辺道路の車両の流れや、利用者によるターミナルへの

アクセスが改善される一方で、我が国においては、高速

バスにおけるバスロケーションシステムの利用が進んで

いない状況がある。

� 本プロジェクトでは、高速バスに搭載された ETC2.0

車載器及び高速道路上に設置された ITS スポットを活

用し、バス事業者や一般利用者にリアルタイムで情報提

供を行うプラットフォーム「ETC2.0 高速バスロケーシ

ョンシステム」を構築し、実証実験等を通じて検討を進

めている。本プロジェクトの取り組み内容を紹介する。

我が国における
高速バスロケーションの課題

バスタ新宿に続き、東京駅、名古屋駅、三ノ宮駅とい

った都市においても、新しいバスターミナルの建設計画

が進んでいる。乗り場の統合が進む一方で、我が国の高

速バスにおいてはバスロケーションシステムの普及が進

んでおらず、利用者への運行情報の提供や、より安価な

システムによるバス事業者への運行管理情報の提供が望

�

ETC2.0を活用した
バスロケーションシステムの展開

浜田　誠也、藤井　正泰、木村　健二、光安　皓
ITS・新道路創生本部
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図１　バスタ新宿の建屋構造
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まれる。

課題１）バスロケ導入率が低い

バスタ新宿を発着する運行路線を対象に調

査を行った例では、バス事業者のうちバスロ

ケーションシステムを保有する事業者は２割

強に留まり約８割の事業者は保有していない。

運行便数に着目した場合、約半数の運行便が

バスロケーションシステムを導入していない

（図２）。

課題２）市販バスロケに互換性がない

既存のバスロケーションシステムは、バス車両に GPS

等に基づいた位置情報を提供する専用の車載器を搭載し、

位置情報を収集することが一般的である。バスロケシステ

ムの供給会社により搭載する車載器が異なるため、システ

ム間では車両の運行情報を共有することが出来ない。

課題３）市販バスロケごとに情報提供サイトが存在

上記と同じ理由により、市販のバスロケーションシス

テム毎に利用者向けの情報提供サイトやスマホアプリ等

が存在している。利用者が目的地へ向かう運行状況を確

認する際において、同じ目的地であっても、バスロケシ

ステムの系統が違えば、複数のサイトを参照しないと全

体の運行状況を把握できない状況にある。

市販のバスロケシステム（表１）

・バスロケシステムごとに専用の車載器を搭載している。

・市販バスロケに互換性が無くバス事業者間で情報共有

が行えない

・情報提供サイトがそれぞれに存在し利用者が一括して

全体の運行状況を把握できない

・「初期費用」と「月額利用料」がかかる。コストの多

寡は前述したバスロケシステムの低い導入率に繋がっ

ている可能性がある。

出典　国土交通省道路局資料
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表１　バスロケ比較表
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⤥会社によりᦚ㍕する㌴㍕ჾが␗なるࡵࡓ、システム間では㌴୧の運行᝟ሗをඹ᭷するこ

とがฟ᮶ない。 
 
ㄢ㢟㸱㸧ᕷ㈍࡟࡜ࡈࢣࣟࢫࣂ᝟ሗᥦ౪ࡀࢺ࢖ࢧᏑᅾ 

 ୖグとྠじ⌮⏤により、ᕷ㈍のバスロケーションシステムẖに฼用者ྥࡅの᝟ሗᥦ౪ࢧ

かう運行≧ἣを☜ㄆする㝿にྥ࡬がᏑᅾしている。฼用者が┠ⓗᆅ➼ࣜࣉ࢔࣐࣍やスࢺ࢖

おいて、ྠ じ┠ⓗᆅであっても、バスロケシステムの⣔⤫が㐪ࡤ࠼、」ᩘのࢺ࢖ࢧをཧ↷し

ないと඲యの運行≧ἣをᢕᥱでࡁない≧ἣにある。 
 

図２　バスタ新宿を利用するバス事業者におけるバスロケ導入状況
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�
ETC2.0 車載器を活用したバス
ロケーションシステム

前記した諸課題を解決するため、高速道路上に設置さ

れた ITS スポット及び高速バスに設置されている

ETC2.0 車載器を活用した ETC2.0 高速バスロケーショ

ンシステムを構築し、検証を行っている。

３－１�　全ての高速バスにETC2.0 車載器が
実装

高速道路の通行料金において「多頻度割引」が適用さ

れるため、バスタ新宿を利用する高速バスのほぼ全ての

車両が ETC2.0 車載器を搭載している。高速道路本線上

には全国で約 1,600 箇所の ITS スポットが設置されてお

� り、ETC2.0 車載器からリアルタイムに位置情報を取得

することが可能である。取得した情報をクラウドサーバ

で集中管理することで、スマートフォンアプリやサイネ

ージへ効率的な情報提供を行うことが可能となった（図

３）。

３－２　web 地図画面

共同運行便を有する複数のバス事業者間で共通して高

速バスの運行状況が把握できるシステムとして web 地

図画面を作成した。表示は ITS スポットから得られた

位置情報を基に１分周期で更新される。なお、バス停と

ITS スポット設置位置の距離的な誤差については、各区

間における VICS 所要時間を基に補正を行うことで正確

性を確保した（図４、５）。
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ステムとして web ᆅᅗ⏬㠃をసᡂしࡓ。⾲♧は㹇㹒㹑スࢺࢵ࣏かࡽᚓࡽれࡓ఩⨨᝟ሗをᇶ

に㸯ศ࿘期で᭦新される。なお、バス೵と㹇㹒㹑スࢺࢵ࣏設⨨఩⨨の㊥㞳ⓗなㄗᕪについて
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図３　バスタ新宿システムの概略構成
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図４　VICS 情報によるバス位置認識の補正
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３－３　配車入力画面

時刻表ダイヤグラムにおける「運行便」と、実際に走

行する「高速バス車両」を結びつける「配車入力画面」

を作成した。これにより運転手のシフト交替や車両の修

理、車検時における代替車両に対し、実際の走行車両の

情報を適切に反映することが出来る（図６）。　

３－４�　「標準的なバス標準フォーマット」
（GTFS 形式）の採用

国土交通省総合政策局が発行する「標準的なバス情報

フォーマット」に準拠して高速バスロケシステムと市販

バスロケシステムの情報交換に係るガイドラインを作成

しオープンデータ化を図った。共通フォーマットのＡＰ

Ｉで接続し、効率的にデータ収集を行うインターフェー

スを策定した（表２）。

GTFS 採用の効果

①　一般道位置情報の入手

　　既存バスロケシステムが保有する一般道における位

置情報を収集可能としたことで、高速道を降りてから

終着ターミナルまでの「ラストワンマイル」の位置情

報の把握が可能となった。

②　配車入力の二重化の回避

　　既存バスロケが保有する配車入力情報を収集可能と

することで、参加事業者が二重で配車入力を登録しな

ければいけない状況を解消した。
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ᅗ 5 web ᆅᅗ⏬㠃 

㸦㸱㸧㓄㌴ධຊ⏬㠃 
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  。る௦᭰㌴୧にᑐし、実㝿の㉮行㌴୧の᝟ሗを㐺ษに཯ᫎすることがฟ᮶るࡅ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ᅗ 6 㓄㌴ධຊ⏬㠃 

図５　web 地図画面
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ᅗ 6 㓄㌴ධຊ⏬㠃 図６　配車入力画面
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㸦㸲㸧ࠕᶆ‽ⓗࢫࣂ࡞ᶆ‽ࢺࢵ࣐࣮࢛ࣇ 㸦ࠖGTFSᙧᘧ㸧ࡢ᥇⏝ 

ᅜᅵ交通┬⥲ྜᨻ⟇ᒁがⓎ行するࠕᶆ‽ⓗなバス᝟ሗ࢛ࣇーࢺࢵ࣐ にࠖ‽ᣐして㧗㏿バス

ロケシステムとᕷ㈍バスロケシステムの᝟ሗ交᥮にಀる࢖ࣛࢻ࢖࢞ンをసᡂし࢜ーࣉンデ

ータ໬をᅗっࡓ。ඹ通࢛ࣇーࢺࢵ࣐の㸿㹎㹇で᥋続し、ຠ⋡ⓗにデータ཰㞟を行う࢖ンター

 。ࡓースを⟇ᐃし࢙ࣇ
 

⾲  ⏝᥇ࡢࠖࢺࢵ࣐࣮࢛ࣇ‽ᶆࢫࣂ࡞ᶆ‽ⓗࠕ 2

 

ὀ㸧GTFS: General Transit Feed Specification。Google がᐃࡓࡵබඹ交通のᶆ‽࢛ࣇーࢺࢵ࣐。 

 
 
GTFS ᥇⏝ࡢຠᯝ 

ձ ୍⯡㐨఩⨨᝟ሗのධᡭ 
᪤Ꮡバスロケシステムがಖ᭷する୍⯡㐨におࡅる఩⨨᝟ሗを཰㞟可能としࡓことで、

㧗㏿㐨を㝆りてかࡽ⤊╔ターミナルࡲでのࣛࠕス࣡ࢺン࢖࣐ルࠖの఩⨨᝟ሗのᢕᥱが

可能となっࡓ。 
 

ղ 㓄㌴ධຊの஧㔜໬のᅇ㑊 
᪤Ꮡバスロケがಖ᭷する㓄㌴ධຊ᝟ሗを཰㞟可能とすることで、ཧຍ事業者が஧㔜で

㓄㌴ධຊをⓏ㘓しなࡅれࡤいࡅない≧ἣをゎᾘしࡓ。 
 

表２　「標準的なバス標準フォーマット」の採用
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３－５　一般利用者向けサービス

一般利用者向けの情報提供として、スマートフォンア

プリ、及びバスタ新宿で到着情報をサイネージ表示する

仕組みを構築した。

①　スマートフォンアプリ（Android ／ iphone）

　　バス事業者の系列に依らず、対象とする全ての運行

便を同じ画面から選択できるようにした。バスタ新宿

発着便の運行（遅れ）状況とバスタ新宿の到着情報を

表示（図７）。

②　到着情報サイネージ

　　バスタ新宿到着便を対象に、運行（遅れ）状況と到

着フロア情報を表示できる仕組みを構築した。インバ

ウンド需要の増加にともない、日本語表示／英語表示

の切り替えを行う（図８）。

期待される効果
本システムの導入により期待される効果について表３

に示す。今後社会実験を通じて、さらに効果検証と改善

検討を行っていく。

✓　現状バスロケを持っていないバス事業者も、低コ

ストで参加が可能

✓　バス事業者は共同運行便を運行する他社の車両を

含めて運行管理が可能

✓　利用者はバス事業者に依らず全ての便を一括して

参照可能（スマホ・サイネージ）

✓　現状「発車案内」が中心のターミナルにおいて「到

̐
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を行う。 

 
 

方面選択 路線選択 運行状況 詳細画面 

ᅗ 8 䝃䜲ネ䞊䝆⏬㠃᱌ 

図７　アプリ画面例
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図８　サイネージ画面案
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着案内」の提供が可能

✓　既存バスロケとの連携によりラストワンマイル

（高速道＋一般道）の対応が可能

✓　利用者はバス事業者の系統に依らず全ての便を一

括して情報が把握可能

今後の展望と課題
本稿で述べたように ETC2.0 の機能を活用することで

低コストで利便性の高い高速バスロケーションシステム

を実現できる。また、バス路線の起終点となる SA・

PA 等に到着サイネージを設置することで、高速バスの

効率的な乗換え利用を促進する等のサービス展開も考え

られる（図９）。

ETC2.0 バスロケーションシステムは、交通社会の進

展や新しいバスターミナルの建設にともない、よりよい

システムとして展開していくことが期待されている。

̑

今後の展開においては、民間の事業者により、どのよ

うに運用を継続していくかを検討することが必要であり、

今後の社会実験を通じて、持続可能な事業モデルについ

て検討を行っていく（図 10）。
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㸲㸬 ᮇᚅࡿࢀࡉຠᯝ 

ᮏシステムのᑟධにより期待されるຠᯝについて⾲ 3 に♧す。今後社会実験を通じて、

さࡽにຠᯝ検ドとᨵၿ検討を行っていく。 
ऀ ⌧≧バスロケを持っていないバス事業者も、పࢥスࢺでཧຍが可能 
ऀ バス事業者はඹྠ運行౽を運行する௚社の㌴୧をྵࡵて運行⟶⌮が可能 
ऀ ฼用者はバス事業者に౫ࡎࡽ඲ての౽を୍ᣓしてཧ↷可能㸦スࢿ࢖ࢧ࣭࣐࣍ーࢪ㸧 
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⾲ 3 ᮇᚅ䛥䜜䜛ຠᯝ 

 
 
㸳㸬 ௒ᚋࡢᒎᮃ࡜ㄢ㢟 

ᮏ✏で㏙ࡓ࡭ように ETC2.0 のᶵ能をά用することでపࢥスࢺで฼౽ᛶの㧗い㧗㏿バ

スロケーションシステムを実⌧でࡁる。ࡓࡲ、バス㊰⥺の㉳⤊Ⅼとなる SA࣭PA ➼に฿

ࣅーࢧ฼用をಁ進する➼の࠼を設⨨することで、㧗㏿バスのຠ⋡ⓗな஌᥮ࢪーࢿ࢖ࢧ╔

ス展開も⪃ࡽ࠼れる。 
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̍ はじめに

米州、アジア太平洋地域、欧州の三極で、持ち回りで開
催される ITS 世界会議が、2019 年はアジア太平洋地域の
シンガポールで開催されました。第 26 回 ITS 世界会議の
概要と会議での当機構の活動などについて紹介します。

̎ 会議の概要

会議の概要は次のとおりです。
・期間：2019 年 10 月 21 日（月）～　10 月 25 日（金）
・会場：シンガポール、Suntec Singapore Convention 

and Exhibition Centre
・テーマ：“Smart Mobility, Empowering Cities”  ― スマ

ートモビリティ、都市に力を―

参加国・地域数は 90 ヶ国・地域、参加者数は約 14,500
人でした。

表１　過去の ITS 世界会議参加動向

2009
ストック
ホルム

2010
釜山

2011
オーランド

2012
ウィーン

2013
東京

2014
デトロイト

2015
ボルドー

2016
メルボルン

2017
モントリ
オール

2018
コペン
ハーゲン

参加国数 64 ヶ国 84 ヶ国 59 ヶ国 91 ヶ国 60 ヶ国 57 ヶ国 102 ヶ国 73 ヶ国 54 ヶ国 96 ヶ国

会議
登録者数 2,801 人 4,317 人

6,510 人 10,000 人

3,700 人 2,462 人 3,871 人 非公表 非公表 約 2,400 人

展示会
来場者数 8,512 人 38,700 人 10,000 人 9,140 人 12,249 人 11,496 人 6,000 人 約 10,000 人

出展数 254 団体 213 団体 236 団体 345 団体 238 団体 330 団体 433 団体 278 団体 301 団体 約 400 団体

写真１　会場外観

REPORT

第26回
ITS世界会議シンガポール　2019

ITS・新道路創生本部　中村　徹
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（１）開会式
開会式は、10 月 21 日に行われ、ITS 世界会議シンガポー

ル 2019 大会事務局長　Ngien Hoon Ping 氏、日本から国
交省道路局長　池田　豊人 氏、America から US DOT Ken 

Leonard 氏、Europe から European Commissioner Violea 
Bulc 氏の挨拶がありました（写真２）。

開会式終了後に開会宣言が行われました（写真３）。

America から
US DOT 

Ken Leonard 氏

Europe から
European Commissioner 

Violea Bulc 氏

アジアシフィックから
国交省道路局長
池田　豊人 氏

ITS 世界会議シンガポール 2019 大会事務局長
Ngien Hoon Ping 氏

写真２　開会式のスピーチ

写真３　第 26 回 ITS 世界会議シンガポール　開会
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（２）セッション
ITS 世界会議シンガポールは、プレナリーセッションと

政府関係者、研究者そして民間企業の技術者が発表するエ
グゼクティブセッション、スペシャルイセッションやテク
ニカルセッションがあり、セッション数は 185 で、昨年の
250 よりも少ないセッション数でした。

今 年 の ITS 世 界 会 議 の 注 目 は、V2X（Connected 
Vehicle）、Smart City、MaaS（モビリティサービス）、ビ
ッグデータ（シェアリングデータ）のセッションで、満席
とはならないけれど多くの方が聴講されていました。セッ
ション数は少なかったのですが、通信やセキュリティに関
するセッションにも注目がありました。

モビリティサービスのためのシェアリングサービスやシ
ェアリングデータの活用に関するセッションは昨年の世界
会議にはあまり聞かれなかった内容で、今後注目されるキ
ーワードだと思われます。

今まで注目されていた自動運転は、自動運転だけでなく
Connected Vehicle の一部としてセッションの中で扱われ
ていました。

（３）展示会場
展示は、ITS America 、ERTICO、ITS Japan、ITS 中国、

ITS Korea、ITS　オーストラリア・ニュージーランドな
どの各国の ITS 機関や ITS 関連の民間企業が出展してい
ました。アジア地区の開催でしたが、欧州の企業の出展が

目立ちました。また、昨年まで多かった VR の展示はほと
んど無くなり、モニターによる展示や展示パネルを無くし
た打ち合わせスペースの様な展示形態が多く見られました

（写真５、６）。

写真４　セッション会場

MaaS のセッション

ビッグデータのセッション

ITS アメリカ ITS 中国 ITS 韓国

EU ERTICO ITS オーストラリア・ニュージーランド

写真５　外国ブース
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今回の展示会場には、日本から 33 企業 ･ 団体（昨年は
34 企業 ･ 団体）の展示がありました。日本ブースには、
ITS Japan、内閣府、経産省、国交省（道路局）、総務省

（ARIB）、VICS、U 協、ITS Forum、5G MF、HIDO、
ITS-TEA、DRM、NEXCO ３社、首都高、阪神高速、東

京大学、愛知製鋼、富士通、IHI、日立ソリューション、
KDDI、三菱電機、NEC、沖電気、オムロン、 PTV ジャパ
ン、住友電工、東芝、ゼンリン、JTEKT が合同で出展し、
展示会場の初日には Japan ブースにて日本企業 ･ 団体の
テープカットが行われました（写真６、７）。

トヨタ

ホンダ

AISIN

三菱重工

DENSO

パナソニック モーティブ

写真６　日本企業ブース

写真７　日本ブース　テープカット
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（４）デモンストレーション
今年の世界会議では、自動運転と V2X のデモンストレ

ーションが６種類あり、内容は自動運転カートが２つ、小
型自動運転バスが２つ、大型自動運転バスが１つそして
V2X が１つ実施されました。

デモンストレーションの初日は雨（スコール）によって
自動運転のデモンストレーションは全て中止となりました。
デモンストレーションは屋内と屋外の２つの走行ルートし
かなく、これらの走行ルートをそれぞれのデモンストレー
ションが共有しているため、準備や走行時間の制限が有り、
効率の良いデモンストレーションではありませんでした。

自動運転は、大型バスのデモンストレーションは今まで

にない新しい物でしたが、それ以外は特に新しい物はあり
ませんでした。

V2X は、5.9GHz の端末を装備した物同士が通信を行い、
乗用車側に注意喚起のメッセージを送る内容でした。

①自動運転カート（写真９）
・カートタイプ

小型カート（６人乗り）と大型カート（13 人乗り）の
２種類がありました。

小型カートは、事前に登録したルートとカメラ、レーダ
ーを利用して走行し、障害物の前で停止する内容でした。

大型カートは、事前に登録したルートと LiDAR を利用

写真８　日本ブース全景

写真９　自動運転小型カート
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ᑠᆺ⮬ື運㌿バスが2つ、኱ᆺ⮬ື運㌿バスが1つࡑしてV2Xが1つ実᪋されࡲしࡓ。 
デモンスࣞࢺーションのึ᪥は㞵㸦スࢥール㸧によって⮬ື運㌿のデモンスࣞࢺーションは඲て୰Ṇとなっࡓ。
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して走行し、仮想のバス停で停止する内容でした。
②小型自動運転バス（写真 11）
・小型バス

EZ10 と ARMA の２台によるデモンストレーションが
ありました。

EZ10 のデモンストレーションは、停留所から５m ほど
離れたところから、タブレットで停留所に自動で呼ぶとこ
ろからスタートして１周約 400m を走行しました。途中で
は障害物を検知して停止する体験がありました。

最高速度は 10km/h で、車体にはシンガポール仕様と
して、ドライブレコーダー、ERP 車載器、シートベルト
が設置されていました。

EZ10 と ARMA は屋外の走行のため、雨が降るとデモ
ンストレーションは中止でした。
③大型自動運転バス（写真 12）
・大型バス

大型バスは、走行ルートを記憶させて LiDAR で周りを
検知しながら自動運転の走行が行われました。

車 体 は VOLVO の 電 気 バ ス で、 正 面 の 左 右 と 上 に
LiDAR を装備されていました。

写真 10　自動運転大型カート
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写真11．小型自動運転ἢἋ 
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࿧ࡪとこࢁかࡽスターࢺして1࿘⣙400mを㉮行しࡓ。㏵୰では㞀ᐖ≀を検▱して೵Ṇするయ験があっࡓ。 
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ルࢺが設⨨されていࡲしࡓ。 
EZ10とARMAはᒇእの㉮行のࡵࡓ、㞵が㝆るとデモンスࣞࢺーションは୰Ṇでしࡓ。 
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写真 12　大型自動運転バス

写真 11　小型自動運転バス
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④V2Xデモンストレーション（写真 13）
・5.9GHz を利用した V2X 

デモンストレーションは、乗用車の後ろ側に接近するキ
ックボードの注意喚起と反対車線を走行するトラックの注
意喚起が実施されました。乗用車、キックボードそしてト
ラックが 5.9GHz の送受信ができる端末を搭載していない
と、乗用車はこれら注意喚起を受信できません。

今までの世界会議で実施された V2X のデモンストレー
ションと比べるとサービス内容は少ないものでした。

（５）閉会式
10 月 25 日の午後に閉会式が行われました。
閉会式では技術論文の優秀者発表、来年のロサンゼルス

大会、2021 年のハンブルグそして 2022 年の蘇州大会の紹
介が行われました。

最後には恒例のパッシング・ザ・グローブパッシングで、
今大会の委員長から次回ロサンゼルス大会の委員長へ地球
儀を模した ITS 世界会議のシンボルが手渡されました。
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写真12．ٻ型自動運転ἢἋ 

写真13．V2XἙἴὅἋトἾーἉἹὅ 

㸦3㸧኱ᆺ⮬ື運㌿バス 
࣭኱ᆺバス 

኱ᆺバスは、㉮行ルーࢺをグ᠈さࡏて LiDARで࿘りを検▱しながࡽ⮬ື運㌿の㉮行が行ࢃれࡲしࡓ。 
㌴యはVOLVOの㟁Ẽバスで、ṇ㠃のᕥྑとୖにLiDARを⿦ഛされていࡲしࡓ。 

 
 

 
㸦4㸧V2Xデモンスࣞࢺーション 

࣭5.9GHzを฼用しࡓV2X  
デモンスࣞࢺーションは、஌用㌴の後ࢁഃに᥋㏆する࣎ࢡࢵ࢟ーࢻのὀពႏ㉳と཯ᑐ㌴⥺を㉮行するࢺ

るࡁが5.9GHzの㏦ཷಙがでࢡࢵࣛࢺしてࡑࢻー࣎ࢡࢵ࢟、஌用㌴。ࡓしࡲのὀពႏ㉳が実᪋されࢡࢵࣛ

➃ᮎをᦚ㍕していないと、஌用㌴はこれࡽὀពႏ㉳をཷಙでࡁない。 
今ࡲでのୡ⏺会㆟で実᪋されࡓV2Xのデモンスࣞࢺーションとẚ࡭るとࢧーࣅスෆᐜはᑡない。 

                 
 
 
 
 

 
 
 
 

㌴୧䛾࿘㎶䛻᥋㏆≀᭷䜚䛾ὀពႏ㉳䜢㌴㍕䝰䝙䝍䞊䛻⾲示 

཯ᑐ㌴⥺䜢㉮⾜䛧䛶䛔䜛 

䝖䝷䝑䜽䛾䜲䝯䞊䝆 

཯ᑐ㌴⥺䛾䝖䝷䝑䜽䛾ὀពႏ㉳䜢㌴㍕䝰䝙䝍䞊䛻⾲示 

写真 13　V2X デモンストレーション

写真 14　 シンガポール大会終わりの挨拶
ITS シンガポール会長 
　Andrew Chow 氏

写真 15　パッシング・ザ・グローブセレモニー
ロサンゼルス へ
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� HIDOの活動

（１）映像・パネルによる展示（写真 16）
当機構は、国土交通省道路局、東日本高速道路、中日本

高速道路、西日本高速道路、首都高速道路、阪神高速道路
等と共同で、道路グループとして映像及びパネルを中心と
する展示を行いました。

道路局からは自動運転と ETC2.0 サービスの取り組みに
ついて映像およびパネルで紹介しました。

道路会社からは安全でスムーズな交通に向けての ITS
の取り組みについてパネルで紹介しました。

関係団体からは ETC2.0、国際標準化活動そして道路管
理の取り組みについてパネルで紹介しました。

� おわりに

ITS 世界会議シンガポール大会を振り返ってみると、セ
ッションでは V2X（コネクテッドビークル）、MaaS、Big 
Data（シェアリングデータ）、に注目があり、自動運転は
セッションではなく展示会場での展示が多く感じられまし
た。

セッションの数は少なかったのですが、セキュリティ、
次世代の通信そしてスマートシティのセッションには多く
の聴講者がいました。

閉会式において、将来のシンガポールでは測位衛星を利
用した車両へのサービスや車車間・路車間通信のサービス
が計画されていることがアナウンスされていました。
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写真16．ᢊែἨーἋểޒᅆἣ἟Ἵ 

㸱㸬HIDOのά  ື
㸱㸫㸯 ᫎീ࣭ࢿࣃルによる展♧ 
ᙜᶵᵓは、ᅜᅵ交通┬㐨㊰ᒁ、ᮾ᪥ᮏ㧗㏿㐨㊰、୰᪥ᮏ㧗㏿㐨㊰、す᪥ᮏ㧗㏿㐨㊰、㤳㒔㧗㏿㐨㊰、㜰⚄㧗㏿

㐨㊰➼とඹྠで、㐨㊰ࢢルーࣉとしてᫎീཬࢿࣃࡧルを୰ᚰとする展♧を行いࡲしࡓ。 
㐨㊰ᒁかࡽは⮬ື運㌿とETC2.0ࢧーࣅスのྲྀり⤌ࡳについてᫎീおよࢿࣃࡧルで⤂௓しࡲしࡓ。 
㐨㊰会社かࡽはᏳ඲でスムーࢬな交通にྥࡅての ITSのྲྀり⤌ࡳについてࢿࣃルで⤂௓しࡲしࡓ。 
㛵ಀᅋయかࡽはETC2.0、ᅜ㝿ᶆ‽໬άືࡑして㐨㊰⟶⌮のྲྀり⤌ࡳについてࢿࣃルで⤂௓しࡲしࡓ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高速道路会社  展示パネル 

   

 

一般財団  展示パネル 

道路局 展示パネル 

写真 16　道路ブースと展示パネル
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ʮྩ࿨̎೥౓ಓ࿏ؔ܎༧ࢉ֓ࢉཁ֓ٻཁʯ౳આ໌ձΛ։࠵
　令和元年 9 月 20 日（金）、国土交通省より講師をお招きし、「令和２年度道路関係予算概算要求概要」等の説明会を開催い
たしました。
　はじめに、国土交通省道路局総務課企画官　髙田龍氏より、「平成 30 年度道路関係予算概算要求概要等」について、道路関
係予算・主要施策等の概要をご説明いただきました。
　次に、同省道路局企画課道路事業調整官　渡邊良一氏より、「道路行政をめぐる最近の話題」について、被災地の復興・創生、
道路の老朽化対策、新たな広域道路ネットワーク等についてご講演いただきました。
　当日は、賛助会員の皆様、約 70 名のご参加をいただき、道路行政の動きなどの情報に、熱心に耳を傾けておられました。
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　ITS HANDBOOK は、日本の ITS の取組みについて幅広
く和英併記で紹介したもので、国内外で活用されています。
　ITS　HANDBOOK は 2 年毎に改訂し、今年 2019 年版を
発行しました。
　実費（3,300 円税込）にてご提供いたします。

໰͍߹Θͤઌ

一般財団法人　道路新産業開発機構
〒 112-0014　 東京都文京区関口 1-23-6　 

プラザ江戸川橋ビル 2F
TEL　03-5843-2911　　FAX　03-5843-2900

E-mail　etc-archive@hido.or.jp（担当　折野・中村）

IT4�)"N%#00,ͷվగ
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販売価格　3,300 円（税込み）
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★本誌掲載記事の無断複製をお断わりします。

（令和元年12月25日）
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